
　ビジネス環境のデジタル化に伴い，データ活用
は企業活動に不可欠な要素となりつつある．その
実現手段として BI ツールが利用されている．生成
AI 技術の進展により，BI ツールにおいてもデー
タ分析への関心が高まっている．MartSolution
では，長期間の運用によってレポート数が増加す
ると，必要な情報の探索が困難になることがあっ
た．黒田武史は MartSolution を拡張する生成 AI
連携機能のアーキテクチャで，その課題を解決す
るレポートコンシェルジュについて述べている．

　情報資源の増加とデータのサイロ化が進む中，
組織や個人に分散したデータを横断的かつ網羅的
に探索する技術の重要性が高まっている．グラフ
構造は，データ間の関係性から新たな知見や潜在
的な関連性を見いだす探索手法として注目されて
いる．植木達彦，牧原幸伸はグラフ構造を用いた
探索プロトタイプの開発で，ハイパーグラフと重
み付けランダムウォークを用いた探索プロトタイ
プの構築と，特許調査への適用結果について説明
している．

　生成 AI の普及に伴い，シャドー AI や自律的
AI エージェントによる新たなセキュリティリス
クが顕在化している．加えて，機密データをどこ
まで自社の管理下に置くかというデータ主権と，
それに適した AI 基盤をどう整備するかという課
題もある．青木岐夫は到来するデータ主権に応え
る Lazarus AI が示すローカル LLM の可能性で，
ローカルLLMの必要性と実現アプローチに加え，
段階的導入の重要性を説明し，新たな基盤として
同製品がもたらす価値について述べている．

　プレス成形では，複数の要因が品質へ重畳的に
影響するため，不具合が顕在化する前に兆候を把
握する仕組みが求められている．従来のデータ解
析は，分析手法の属人化や検証速度が遅いなどの
理由で，継続的な運用改善には結びつかないこと
があった．長島正貴はプレス成形における摩耗予
測とワレ予兆の比較に基づく生成 AI によるひず
み波形解析支援の可能性と限界で，大規模言語モ
デル（LLM）を用いた解析手順をどのように構
築すべきかを，二つの事例を通じて説明している．

　農業分野では経営判断に必要な情報が増加する
一方で，利用者が自身の課題を適切に整理し，必要
な情報へ到達することが難しくなっている．生成
AI と RAG を組み合わせた対話型支援の活用は，
こうした課題の解決策の一つとして期待されてい
る．齋藤広樹は農業経営支援サイト AgriweB に
おける生成 AI × RAG の PoC と本番導入の実践
報告で，経営アシスト AI の設計方針や PoC によ
る検証結果，本番導入に向けた取り組みについて
報告している．

　教育現場では，生徒児童ひとりひとりに端末を
与える「1 人 1 台端末」環境の促進や，主体的な
深い学びを促す「探究学習」の実践などの変化が
起きている．一方で，生徒児童の自律的な「学び
方」を身に付けるための支援体制の不足などの課
題もある．高場雄太は生成 AI を用いた探究学習
の支援を目的とした AI コンシェルジュで，子ど
もが自分の学びに合わせて使える AI コンシェル
ジュの概要と実証実験の結果，今後の課題につい
て報告している．

　カーボンニュートラルの実現に向けて再生可能
エネルギーの導入が進む中，太陽光発電量を高精
度に予測し，経済合理性のある運用やインバラン
ス料金の抑制につなげることが重要になってい
る．また，低圧の小規模発電所を複数拠点で運用
する新たな事業形態への対応も求められている．
藤本容子は複数拠点向け太陽光発電量・余剰量予
測サービス開発におけるデータ活用手法と実用性
評価で，複数拠点を一括で予測するバルク予測方
式の評価結果と実用性について述べている．
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　技術革新が加速する今，多彩な領域で社会価値
創造に挑む 7 篇の論文が集いました．次号でも多
くの成果を掲載する予定です．読者の皆様にご興
味を持って頂けると幸いです．ちなみに，これら
論文は全て人力です．（馬場定行）

　本号では，製造，教育，農業，エネルギーなど
多様な分野での AI 活用を紹介しました．技術そ
のものよりも，それをいかに現場で生かすか．各
論文を通じて，その難しさと面白さを感じていた
だければ幸いです．（三ツ井淳一）

　劇的な技術進化が進む今，質の高いデータと
AI の融合が真価を問われています．単なる効率
化のツールに留めず，いかに新しい社会的価値へ
と昇華させるか，2 号に渡って当社の取り組みを
感じていただければ幸いです．（岩下忠資）

　AI は，試す段階から，業務に根付き価値を生
み続ける段階へ来ています．本号では，この新た
な段階に向けた実践の道筋を示しました．次号で
は，人と AI の協働などさらに掘り下げます．引
き続きご期待ください．（林田英雄）

　この夏，高校時代の級友と，卒業以来初めて
会って旧交を温めました．今の高校生が 40 年後
に再開すると「あの頃はまだ酷暑日で涼しかった
よね」などと話すのでしょうか．残暑厳しき折，
どうぞご自愛ください．（白木和彦）

　夏の外の空気や日光に触れると「もはや生き物
が生きていける環境ではない」と思わされます．
一方で，エアコンのつけっぱなしは外気温の変化
も分からないうえ環境に悪すぎる，とはいえ命を
脅かされるわけには，と堂々巡りをしているうち
に夏が終わりそうです．（武本杏奈）
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